
生産局長賞（学校給食・社員食堂部門）

受賞者：熊本市 学校給食植木共同調理場受賞者 熊本市 学校給食植木共同調理場
メニュー：We Love 植木Day（ごはん、牛乳、豚

肉のおろし焼肉、植木野菜と大豆で呉
汁、でこぽん）

提供先：熊本市 学校給食 植木共同調理場
給食受配校（小学校３校、中学校２校）
（熊本県 熊本市）（熊本県 熊本市）

地場産の豚肉を使用して児童が喜ぶ献立を提供することで、農作物以外の地場

産物があることに注目させたメニューです。地元の豆腐業者の協力により、地場産
大豆の豆腐を使用するなど 牛乳と調味料以外の食材は すべて植木町で生産さ大豆の豆腐を使用するなど、牛乳と調味料以外の食材は、すべて植木町で生産さ
れたものを使用しています。

＜取組内容＞
１ 地場産物に関する情報提供について
○ 中学校の全校集会で、地産地消を給食で行うねらいについてメッセージを発
信しています。信して ます。

○ 予定献立表や食育だより、校内放送などで地場産物に関する情報を提供して
います。

○ 掲示資料等を利用して地場産物を紹介しています。

２ 年間を通じた地場農産物の利用
○ 地域の農産物直売所や生産者との連携により、地場産物の使用が増加しま
した。（平成１９年度：１２品目、平成２０年度：３１品目、２１年度：４３品目）

○ 毎月１９日の「食育の日」には地場産物を使用した郷土料理を提供しています。

３ 地場農産物を使用した体験等
○ 小学校で、グリーンピースのさやむきやとうもろこしの皮むき等の体験を実施
しています。また、使用した野菜は給食で提供しています。

グリーンピースのさやむき体験 掲示資料等を利用した地場産物の紹介



４ 地場産物の更なる活用
○ ｢We Love 植木Day（食材のすべてが地元産物）｣の新メニュー開発。

卒業お祝い給食では、地元産物の小豆を使用した赤飯と、旬の野菜や果物を

活用しての新メニューを提供しました。今後も季節ごとに新メニュー提供の予定
ですです。

○ 観光果樹園の協力により果物（りんご）の利用をしました。
○ 米粉の利用。

地域活性化の振興作物として米粉用の米が栽培されており、学校給食での米

粉の活用を期待されています。昨年度は、米粉をつかった団子汁を提供しまし
た。

地元果樹農園のりんご｢秋映｣

＜最近の取組報告＞

《 旬の食材の適宜利用 》

卒業お祝い給食

《 旬 食材 適 利用 》

今年は、天候により農作物の収穫期が例
年より遅れています。旬の食材を活用するた
めに直売所と連絡を取りながら、出回り時期
を図って献立をたてています。

植木町の名産品であるすいかとメロンは植木町の名産品であるすいかとメロンは、
５月が旬です。学校給食では、出回りの旬に
子どもたちに提供しています。

名産品のセレクト（選ぶ）給食
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直売所からの納入の様子（アスパラガス）


